
外国語科  小 澤 信 治  

英語の多読の活動を授業に取り入れた効果を検証するために、活動を取り入れた実験群と取り入れない統御群に  

分け、実験を行った。GapFillingTest（Content Wordを答える）、GapFillingTest（FunctionalWordを  

答える）、TitleFindingTest、ThinkingSkillTestの4種類からなるPre－Test、Post－Testを実験の前後に  

実施し、英語の評定平均と読書好きの二つの観点から結果について分析、考察を行った。  

キーワード：多読（ExtensiveReading）、実証的研究、実験群、統制群、評定平均  

はじめに   

英語の教科書だけではなかなか英語を読む楽しみは味  

わえない。多読の活動を英語の授業に取り入れた場合の  

効果はどのようなものであろうか。また英語のどのよう  

な学力に影響を及ぼすものとなるであろうか。教育現場  

での実証的な研究が待たれる分野であると考えられる。   

最近さまざまな出版社からGraded Readersが出さ  

れており、生徒の力や興味に沿った扱いがしやすくなっ  

てきている。このようなReadersを使った多読  

（Extensive Reading）の活動は、個々の生徒が自ら  

の興味関心の持てる本を選択し、まとまった内容の易し  

い英文をできるだけ多く読む活動で、この活動を通して  

生徒たちは教科書のテキストを読むのとは異なった形で  

、英語の読書のおもしろみを味わうことができるであろ  

うし、また英語力の向上も期待できる。   

従来、学校ではExtensiveReading活動を長期休業  

での課題にする、あるいはクラブ活動で行う、あるいは  

英語科でライブラリイ一作って生徒に貸し出す、などの  

形態で実施されてきているようである。ただ生徒が自発  

的に英語を多く読む状態になれば良いが、教師が望む効  

果が期待できるのは一部の生徒に限られているのではな  

いかと思われる。そこで授業で行った場合はどうであろ  

うか。またどのような効果があるのかを実証的に確かめ  

てみたいと考えた。  

容で多くの生徒は読みの時間、静かにまた熱心に読んで  

いた。多くの生徒にとってまとまった内容の物語を英語  

で読み通すのは初めての経験であった。もちろん英語の  

学力が不足していたり、英語への強い苦手意識があった  

り、活動に参加する意欲がかけている生徒も見られた。  

一年間の授業終了後に生徒に簡単な質問紙調査を行った。  

教科書の扱いが雑になるとか一人でもできるという意見  

もあったが、多くの生徒がこの活動を肯定的に評価して  

いることがわかった。生徒の感想の一部を紹介すると、  

・続き物のストーリーなので読みがいがあった。  

・つづきが気になる内容で授業が楽しみになる。  

・教科書より内容がおもしろい。  

・同じ話をずっと読んだ方がよい。  

というものであった。このように生徒の興味関心を高め  

る上で効果が期待できるが、今回の研究では数値的に、  

どのような力で伸びが見られるか検出したいと考えた。  

本研究の目的   

多読の活動を英語の授業に取り入れた場合の効果はど  

のようなものであろうか。本研究ではExtensive  

Readingの効果を実証的に調べることを目的として実験  

群、統制群2クラスに対して実験を行い、Pre－Test、  

Post－Testを実施し、差を検出することにした。  

実験の方法   

2つのクラスを用い、最初にPre－Testとして同一の試  

験を実施した。試験はA（GapF皿Ⅰ鳩Test（ContentWord  

を答える））B（GapFillingTest（Functionalwordを答え  

る））C（TitleFindingTest）D（ThinkingSkillTest）4  

つの部分からできている。問題A．BはLee，G．etal   

活動の試み   

はじめに選択科目「リーディング，lの授業で、教科書  

の他に一冊、平易な英語で書かれたサイドリ【ダーを持  

たせ、一年間で読了するという以前行った試みについて  

触れてみたい。使用教材は英文が易しい上、冒険物の内  
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考 察   

Content Wordを選び答える問題Aではどのグループ  

でもExtensive Readingの効果があった。さらに読書  

が好きであるというグループで数値が一番高いというの  

も、読みがContent Wordを中心に読み取っていく活動  

であるという考えと・▼・【一致するものかもしれない。－▲方で  

FunctionalWordを答える問題BではこのExtensive  

Readingの効果は成績上位グループ以外ではむしろ逆効  

果で難しい間窃であることがわかる。多読による効果は  

あまり見られない。Dは、比較的に短い範囲の文と文の  

自然で合理的なつながりを答えるCohesionまたは  

SentenceToSentenceDiscourseの力を問う問題であ  

るが、ある程度の英語力がある生徒にとっては活動によ  

って、この力も伸びたと言えるだろう。問題Cは英文の  

タイトルを答えさせる問題であるが、文章の内容を読み  

取り、その全体のないようにふさわしいタイトルを見つ  

けるという、これもまた難易度の高い問題と思われ、多  

読のポジティブな効果が評定平均4以上の生徒に限定さ  

れているという面白い結果となった。   

（1997）の物語に使われている英文を使って筆者が作成し  

た。また問題C，DはMikulecky．B andJeffries，L  

（1986）にある問題を使用した。資料に実際に用いた間項  

を掲載してあるので参照されたい。実施時間は各10分  

で問題数はA・B・Dは20間、Cは6間である。1つ  

のクラスを実験群、もう1つを統制群とした。実験群に  

対してExtensive Readingの活動を9回にわたって実  

施した。活動内容としては、Book Libraryの中から好き  

な本を各自選んで読み、時間の終わりに読んだ本の簡単  

な内容と感想を紙に書いて提出するというものである。  

Book LibraryはGraded Readersとなっており、生徒  

は簡単な英語で書かれたものから難しいものまである中  

から、各自で読みたい本を選ぶことができる。9回の活  

動の後でPre－Testと同じ形式ではあるが、異なる問題を  

Post－Testとして実施した。難易度は同程度のものとし  

た。  

実験の結果   

両群について、Pre－TestならびにPost－Testの正解の  

点数をABCD問題種類別に出した。その際、生徒の英  

語の成績要因を捉えるために、学年末に出した5段階の  

評定によるグループ別の集計も行った。さらに読書好き  

であるかどうかも要因になりうる可能性も考えて、読書  

が好きであるというグループについても集計した。  

Tablel（後掲）に実験群、統制群のPre－Testならびに  

Post－Testの結果の平均得点、また上昇率（Post－Testを  

Pre－Testで割ったものに100をかけて算出したもの）  

を表としてまとめた。さらにTable 2（後掲）には実験  

群の上昇率から統制群の上昇率を引いて、この数値を多  

読の効果としてまとめた表を作成した。この表に基づい  

て見ていくと、全体で見た場合、問題AとDについては  

効果がポジティプな結果となった。評定が4以上のグル  

ープについてみると、ABCDいずれについてもポジテ  

ィプである。評定3グループではADでポジティブ、B  

Cでネガティプである。成績で分けた場合ではこのグル  

ープがADでポジティブの数値が大きい。評走2のグル  

ープではAのみでポジティプで他BCDではネガティブ  

の数値が大きくなっている。数値は異なるが、読書好き  

のグループも同じ傾向である。問題別に見ると、問題A  

では全体またどのグループにおいてもポジティブになっ  

ていた。Dについては評定が3以上であればポジティブ  

な効果があると言えそうである。  

そもそもExtensive Readingの読みの質は、英静教  

科書のテキストの読みの質とは異なると言える。教科書  

の取り扱い方は教師によって違うであろうが、  

Intensive Readingとして大きく括ることができよう。  

ただIntensive Readingを精読と訳した場合、授業の中  

で、文法や語彙の説明をどの程度加えるかによって、ま  

た個々の英文の解釈に集中するあまり、Readingと呼ぶ  

のにはふさわしくない場合もあるかもしれない。  

Intensive ReadingもReadingのlつであり、テキスト  

全体の流れ、内容を読み取ることが活動の主旨である。  

テキストを借用しながら語彙や文法の学習をするのが目  

的ではない。自戒を含めて言うと、Intensive Reading  

とされる活動自体をも見直す必要があると思う。共通の  

テキストを用いて教師のコントロールを保ちつつ、語彙  

や文法の多少の説明を与えながらもあくまで英文の内容  

を読み取ることをおろそかにしてはならないわけである。  

英文の読みについて意図的に学習（Intentional  

Learning）するのがIntensiveReadingと言えるだろ  

う。～方、英文の読みについて偶発的な学習（Incidental  

Learning）を期待するのが、Extensive Readingであ  

ると言えないだろうか。英文を多読していく中で  

IncidentalLeamingが行われIntentionalLeaming  

では培われない力が身に付くことが考えられる。教科書  

の英文の学習から英語ペーパーバックの読みへは大きな  
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飛躍がある。教科書的な読みの延長線にべーバーバック  

の読みがあるわけではなく、読みの質的な転換が必要な  

のだろうと思う。そのためにも実践的な英語力を培うた  

めには多読の持つ価値は大きいと考える。Intensive  

ReadingとExtensive Readingが車の両輪のように学  

習活動の中に取り入れられることが望ましい姿であろう  

と考えられる。多読によってどのような英語力が培われ  

るかについて多少なりとも明らかにするため本研究を行  

った。多読の効果についての実証的データが一層蓄積さ  

れることが待たれる。   

なおこの研究は平成15年度科学研究費補助金（奨励  

研究・課題番号15903002）を受けて実施した。  
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